
 

 

 

 

 

 

 

 

PET科学アカ

研究者や医

理化学研究

最先端の分

 

 

 

 

・新規

・ペプ

・PET薬

・PET分

・自動

・再生

・細胞

・臨床

・PET以

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カデミーは、P

医療技術者、企

究所 分子イメ

分子イメージン

規PET分子プロー

プチド・抗体のP

薬物動態解析法

分子イメージン

動合成装置 

生医療への分子イ

胞機能イメージン

床試験における分

以外の分子イメ

PETを中心とし

企業の研究・開

ージング科学

ング研究を進め

ーブ 

PETプローブ合

法の開発 

ングによる動物実

イメージングの

ング 

分子イメージン

メージング技術 

した分子イメー

開発者、治験

学研究センター

めている理研

合成 

実験 

の応用 

ングの有効活用

受講

ージング研究

験計画立案者な

ー(CMIS)のチ

研の講師陣によ

 

・PET

・PET

・新規

・PET

・PET

・MR

・新技

・光イ

PETによるバイ

定量的にこれを

製薬企業にとっ

これからさらに

PET科学アカデ

での研究開発の

主         催  :  独
              分

所  在  地   :  神

お 問 合 せ   :  p

講者の声 

究に関わる広

などを養成す

チームに所属し

よる講義も受

T分子プローブ合

Tでの計測法

規PET薬物動態

T画像解析法

T動物実験 

RIを用いたイメ

技術 GREIによる

イメージング

イオマーカーの

を検証すること

って革新的な技

に実践で学んで

デミーでさらに

の場で戦略・戦術

独立行政法人
分子イメージン
神戸市中央区港島

et-academy@ri

汎な領域の先

する人材育成プ

し、共に研究

受講する実践的

合成 

態解析法の開発 

ージング 

る複数分子イメ

のイメージングは

とが可能というこ

技術となるPETを

でいくことができ

に技術やノウハ

術として活用し

理化学研究所
ング科学研究
島南町6-7-3 Te

ken.jp 

先端的知識を

プログラムで

究活動に日々携

的な内容です

ージング 

は非侵襲的かつ

ことが分かった

を研究の最前線

き、幸せに思っ

ウを吸収し､そ

し、道を築いてい

所 
究センター 
el:078-304-7111

を活用できる

です。 

携わりつつ、

す。  

つ 

た。 

線で 

った。 

それを会社

いきたい。

1 


